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進 路 指 導 に 関 す る 研 究 Ⅰ
- 教育学部新入生の進路指導に関する調査 -






な考え方を基礎にして学校では,計画的 ･組織的 ･体系的に進路指導が実施 されている｡
これらのことは,高等学校学習指導要領 (1989)において,進路指導の充実が提言されてい
ることか らもうかかえ られる｡すなわち,この平成元年に改訂された学習指導要領では,








決定をすることができるよう指導,援助 してい くことが必要である｣ と,進路指導に関す
る解説が示され,進路指導の充実が強調 されている｡さらに,平成 4年および平成 5年に
文部省から発行された ｢個性を生かす進路指導をめざして - 生き方の探求と自己実現-
の道程｣と ｢個性を生かす進路指導をめざして 一 生徒ひとりひとりの夢と希望を育むため
に｣においても,高等学校教育における進路指導に関 して, ｢生徒一人一人の個性を重視
し,豊かな人間性を培 う,これからの高等学校教育において,進路指導は,生徒が自己の
興味 ･関心等に応 じた教科 ･科目の学習を選択するとともに,それ らの学習を通 じて自己
の能力 ･適性を発見 し,伸張するための教育活動 として,また,生徒が自己の能力 ･適性,




































関心等に応 じた教科 ･科目の学習を選択するとともに,それらの学習を通 じて自己の能力 ･






































表のように,進路指導の先生のア ドバイスによって教育学部に入学 した学生は 3人
であった｡その うち成績を決め手 として入学 し,また現在の学生生活に満足 している
学生は 1人,それに対 して学部に興味をもって入学 したのは 2人であった｡ そのうち
の 1人は学生生活に満足 しているが,他の 1人は不満は もっているものの,教育学部
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生として今後も学生生活を続けるとしている｡
表 1 進路指導の先生によるアドバイス
成 績 興 味
満 足 不満足 満 足 不満足
継続 変更 継続 変更
長崎県内 1 l l
長崎県外
小 計 1 l l
(2) 担任の先生によるア ドバイス
表のように,担任の先生のア ドバイスによって本学部に入学した学生は28人であった｡





成 績 興 味
満 足 不満足 満 足 不満足
継続 変更 継続 変更
長崎県内 9 5 6
長崎県外 3 1 4










成 績 興 味
満 足 不満足 満 足 不満足
継続 変更 継続 変更
長崎県内 9 2 1 5 2
長崎県外 1 2









うち84人は学生生活に満足 しているが, 5人は変更するとしている｡また 1人の学生が
経済的理由を決め手として入学 し,学生生活に満足 しているとした｡
表4 自分自身による決定
成 績 興 味 その他
満 足 不満足 満 足 不満足 満 足 不満足
継続 変更 継続 変更 継続 変更
長崎県内 28 5 1 47 4 1
長崎県外 15 1 37 1
小 計 43 5 2 84 5 1
(6) 友達によるア ドバイス












その他の理由で, しか も興味をもって本学部に入学 した学生は 2人で,彼 らは満足
した学生生活を送 っているとしている｡
表 6 その他
成 績 興 味
満 足 不満足 満 足 不満足





次に, ｢自分が大学受験を控えた高校 3年生であると仮定 した場合,進路についてどの




坐,戟,自分自身,友達およびその他のア ドバイスによって入学 した学生が,以上の 3点
に大別 した要望のうち, どの要望に属するかを検討 し,以下のような結果を得た｡
(1) 進路指導の先生のア ドバイスによって入学 した学生の要望
どちらかといえば高等学校の進路指導の在 り方に対する要望であった｡ すなわち,
成績を基準にした進路指導に対する不満が見受けられた｡
(2) 担任の先生のア ドバイスによって入学 した学生の要望
どちらかといえば高校に対する要望 とみられるものとして,成績を基準に した進路
指導に対する不満が多かった｡また自分自身の反省とみられるものとして,自分の興
味 ･関心を満足 させて くれる大学への進学を図るべきだったとする意見 もあった｡
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(3) 親のア ドバイスによって入学 した学生の要望
親のア ドバイスによって志望を決めたためか, どちらかといえば自分 自身への反省
点と思われる意見がみられた｡
(4) 自分自身 による決定によって入学 した学生の要望
最終的に,自分 自身で教育学部への進学を決定 したものの,高校の進路指導に対す
る要望が特 に多か ったことか ら,決定に至 るまでの高校の進路指導が成績を基準にし
た指導であ り,大学の内容や受験生の興味や関心,適性等をあまり考慮 したとは思え
ない指導が行われているように思われた｡
以上のように,教育学部に入学 し,現在,学生生活に満足 している学生 も,不満足な学









自分以外の人のア ドバイスによって入学 した56人のうち,進路指導の先生の ア ドバイスに
よるが 3人,担任の先生のア ドバイスによるが28人,親のア ドバイスによるが22人,友達の






以上のような動機で本学部へ入学 し,数 ヶ月の学生生活を満足 して過 ごしている学生は
172人,不満足な思いでいる学生は24人であった｡また不満足ではあるが,このまま学生生





高等学校に対する要望については,① 進路指導の在 り方についての意見,② 大学の内容
についての意見,の 2つに大別された｡進路指導については, ｢成績だけではな く,学部
でどのようなことを学び,将来,どのような職業に就 けるのかといったア ドバイスを して
欲 しかった｣ といった,高等学校の進路指導の在 り方を問題に した意見が多かった｡また,
大学の内容についての意見としては, ｢大学とは, どういうところなのか,どのような授
業科目があるのか｣ といった大学生活についての情報を もっと詳 しく知 りたいといった意










高等学校における進路指導上の問題 として, ｢学校 としての進路指導の目標やこれを実
現するための指導計画が立てられていない｣, ｢1年次からの計画的,継続的な進路指導
が行われておらず,進路指導は,進路指導部あるいは第 3学年の担任の教師が, 3年生に




以下のような問題を抱えることになるとされている｡ すなわち,① 自己の興味 ･関心の方
向や能力 ･適性について理解 しておらず,また,職業生活,社会生活などの幅広い理解に
基 づ く将来の生き方の多様性,選択可能性について理解 していないために,就きたい職業
や活躍 したい分野など,高校生にふさわ しい将来の夢や希望,目的をもっていない｡② 将
来の夢や希望かないために,また,上級学校について,各学校,学部 ･学科等の教育内容
や教育の特色について理解 していないために,何のために,何を上級学校で学ぶのかといっ











自己の興味 ･関心等に応 じた教科 ･科 目等の学習を選択するとともに,それ らの学習を通
じて自己の能力適性を発見 し,伸張するための教育活動として,また,生徒が自己の能力 ･
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た｡多 くの高等学校が似たような状況であったと思 うが,学力をつけ,よりレベルの高い
大学に合格することを目的とした指導を進路指導と考えていた点があるのは否めない｣と,
これまでの進路指導の在 り方を反省 し,さらに, ｢新課程の生徒か入学 して くると,それ
までの指導では,ついてこれない生徒か目立つようになった｡各教科の学力をつけるにし
て も,その前に しっか りとした目的意識をもたせることが必要になった｡ まず,自分自身
を深 く見つめ,社会についてまた未来について考えることで,自分はどう生きるのかとい
うことを明 らかに してい く｡ それを,ホームルーム活動をは じめとして学校のあらゆる教
育活動の場で行 っていき,人間として生きてい く力をつけてい く｣というように, これま
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